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Ⅰ. は じ め に





分析判断力, つまりは ｢メディア・リテラシー｣ [吉見 2004] が, 現代の情報化社会を生き
るには不可欠とされ, 大学教育においてもその取り組みが求められている｡ 本学 (桃山学院
大学) 国際教養学部に設けられているメディア・映像文化専修も, まさにこうした社会から
の要請を受けた取り組みである｡ 本稿の前稿となる [南出 2013] では, 映像人類学の立場
から, 映像を介した異文化理解教育の可能性について検討し, 筆者による映像メディア教育






事している2)｡ 毎年 ｢映像制作実習 (以下, 実習)｣ と ｢演習４｣ の卒業制作 (以下, 卒業制
作) において学生たちに映像制作の機会を促し, 2010年度から2014年度までの５年間で計60
本の作品が完成している｡ 後述するが, 肖像権と著作権の承諾がとれている作品に関しては,
大学管理の YouTubeサイトからも発信している｡ 本稿では, この60本の作品を分析するこ
197
1) 本稿は, 2012－2014年度桃山学院大学共同研究プロジェクト ｢大学教育における映像・メディア教
育モデルの構築｣ の成果の一部として発表するものである｡
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｢映像制作実習｣ の内容については [南出 2013] で紹介しているほか, 映像制作教育の
テキストを意識して刊行した 『フィールドワークと映像実践―研究のためのビデオ撮影入門』
[南出・秋谷 2013] の第４章においても, その手順を記載している｡ 詳細はそちらを参照さ
れたい｡ 本稿では流れを大まかに振り返り, 表現コミュニケーション手段として映像を用い
ることを意識した映像制作の可能性を提示する｡
映像制作には, ①企画 (プリプロダクション), ②撮影 (プロダクション), ③編集 (ポス
トプロダクション) の３段階を要する｡ 筆者が教育研究のなかで行っているのは, 単に記録




ならば, 企画４：撮影３：編集３くらいになり, 実際に実習に掛ける時間は, 企画４：撮影





を用いる｡ 作品のテーマ設定は [南出・秋谷 2013] でも述べているように, 各々が自らの
関心に基づいて設定し, まずはそのテーマについてカメラを持たずに調査 (下調べ) をする｡
学期内通常授業枠では遠出をして調査撮影を実施することができないため, 必然的に日常生










かを考える｡ そして, そのメッセージを映像によって伝えるための作品構成を ｢起承転結｣
を意識して考え, どのような場面映像が必要か, 下調べの経験をもとにイメージを膨らませ
る｡


















撮影時の技術については [南出・秋谷 2013] 第５章で詳細を述べている｡ 昨今のデジタ
ルビデオカメラの基本操作は簡単なので, 特別な技術がないと撮影できないわけではない｡
しかし, 他者に見せる映像にするためには, より見やすい映像にする技術を意識する必要が
ある｡ また, 撮影時にはカメラが被写体と撮影者 (制作者) の間に介在するコミュニケーショ
ンツールとなる｡ そのため撮影の技術よりも作法が重要となる｡ いかなる撮影でもそこにカ
メラが存在するというのは非日常であるが, それをいかに受け入れてもらうか, あるいは逆
に, 非日常性をうまく活用して, 日常では引き出せないことを引き出す ｢カメラの力｣ を用
いることも可能である｡ 撮影者が意識するのは, カメラそのものの操作ではなく, カメラの
向こうにいる被写体にいかにアプローチするかである｡
撮影の内容は大まかには企画に基づいて行うが, 企画調査時と撮影時に同じことが起こる
とは限らない｡ あるいは, 儀礼や年中行事など ｢たった１回しかない本番｣ は, 撮影をその
本番に合わせるため, 下調べの段階で目にすることはできない｡ そのため, どんなに綿密に
企画をしていても, いざ撮影に挑むと異なった事象に遭遇することは往々にしてある｡ その
際, いかに柔軟に対応し, 必要となれば企画内容を変更してでも撮影に対応するかで, 対処
能力が養われる｡
3) 編集：作品として映像を構成する
撮影を終えた映像は, まずは ｢カット表｣ と呼ばれる紙面にすべて書き出してインデック








なる｡ 映像は, 言葉による論文執筆とは異なり, 後から回想しても, 撮影した素材がなけれ
ば作品に反映させることはできない｡ また, 撮影時の状況や被写体の様子から, 企画段階で
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制作者がメインに考えていたことと, 撮影された映像のメイン, あるいは ｢うまく撮影でき


















きい｡ 趣味の範囲で映像を作成する場合, 仲間内に伝わればよい, あるいは自分が楽しけれ











書を交わしている｡ 撮影の前に契約を求められることは稀で, 多くの場合, 企画書を見せて
口頭で撮影許可を得て撮影し, 編集後の作品をもって肖像権の許可を得る｡ 被写体のなかに




と大学の間で ｢著作権の覚書｣ を交わす｡ 大学側は担当者である筆者が受け持つ｡ これは,
学生たちが作った作品を, 例えば翌年度の授業で例示したり, 大学の教育実践の紹介などに
用いる場合の許可である｡ また, 大学管理の YouTubeに掲載することも, この範疇に含ま

















一方, ネット発信のほうは, 視聴者がその作品をどのように見ているか, もしかすると途
中で視聴を止めたり省略してみているかもしれないが, そのような反応を制作者が知ること
はできない｡ しかし, YouTubeの再生回数カウントに, 自らの作品がどれだけの人の気に
留まったかが示され, 制作者の学生たちは少なからずそれを意識している｡










になる｡ また演習では３年次に, 基本的には映像と同じテーマで論文を執筆するため, 論文
執筆の過程が, 上記映像制作における企画の役割を果たす｡ ただし, 論文は個人執筆である









4) 同年に愛知県立大学外国語学部において, 筆者がゲスト講師として呼ばれて ｢映像ワークショップ｣




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































彼女らがどのような ｢声｣ をあげるのか, その一側面を示し得るものと考える｡ 被写体との





中, 約３分の１の19作品が, 映像制作を機に取材に出向いている｡ とくに2013年度の実習作
品に取材が多いのは, 同年度に限って通年科目として開講したため, 夏季休暇を利用した取
材が可能であったためである｡ 取材先にどのように接触するかも履修生自らに考えさせてい
るが, 多くの学生が, インターネット等で連絡先を入手して, メールや電話で交渉に挑んで
いる｡ テーマを決めるにあたってまずはインターネットを使って情報収集をすることも関係


























女らの ｢周り｣ を囲んでいるのが友人であり, 関心は往々にして仲間内に閉じられているこ
とが分かる｡
しかし ｢友人｣ の捉え方はさまざまである｡ 大まかに二分すると, 特定の友人に何らかの
特徴的な側面を見て, それを映像によって捉えようとするケースと, 何らかのテーマを設定
したうえで友人に協力してもらうケースがある｡ 後者の場合は日頃から仲間内で共有されて
いる関心がテーマとなることが多い｡ 典型的な比較例をあげると, 2013年度卒業制作の ｢道
はじぶんでつくる―学生プロボクサー・モンキー修平―｣ は, 同大学に通う学生でありなが
らプロボクサーであるという特徴的な友人を対象とし, 特定の人物像を描こうとしている｡






自分を見つめ直し表現することへの関心である｡ ｢自分｣ というなかには, ペアやグループ
で制作している場合, そのなかの一人を被写体として他のメンバーが調査撮影するものも含
まれる｡ 2011年度卒業制作の ｢私はジャニオタ｣ や2013年度卒業制作の ｢表舞台｣ がその最
たる例である｡ 家族を対象としたものでは, 2014年度卒業制作 (実習との共同) の ｢バレエ
に生きる｣ も同様に, 日常生活を共にしている家族の１人 (実姉) と友人 (ともにプロのバ
レリーナ) の生き方を比較しながら捉えている｡ しかし, 自分や家族を対象とする学生のな
かには, 他者への交渉のハードルを高く感じた結果, ある種 ｢無難に｣ 自分や家族を対象と
しているケースも見られる｡ この ｢壁｣ は何なのだろうか｡
映像制作のプロセスにおいて, 対象について調査撮影をするには, 顔と顔を突き合わせた
直接交渉が不可欠である｡ 身体をともなってその場に出向き, 言葉で説明し, 相手の反応を















｢人物｣ を捉えた作品が多く, その内容は, 被写体の生き方や学生生活に焦点を当ててい
る｡ 教員紹介映像も４作品含まれている｡ 前項の ｢対象｣ との関係でいえば, ｢人物｣ の多
くは ｢友人｣ や ｢教員｣ といった身近な対象者で, 映像制作に取り組む前から面識がある被
写体である｡
｢人物｣ の次に多い ｢文化｣ では逆に ｢取材｣ が多いことに気づく｡ 多くが ｢観光｣ や
｢地元文化｣ を対象としている｡
｢社会｣ として分類したのは社会問題に焦点を当てたもので, 難病や喫煙の問題, ジェン
ダー (女性の生き方の世代間変化), ペット放棄, 携帯依存といった問題である｡ 家族や友
人といった身近ななかにこうした問題がある場合もあれば, ペット放棄の実態に対する取り
組みは, 既述のように, 取材を通して明らかとなった｡
｢仲間｣ や ｢仕事｣ に関する作品は, 学生たちの仲間内の関心が焦点となっている｡ 実習
は主に３年生が履修し, 卒業制作は４年次に行うため, 彼ら彼女らの職への関心は, 就職活







分野 人物 文化 仲間 社会 仕事 実験 メディア 趣向 生活 科学
件数 17 14 6 5 5 5 3 3 1 1
表４：学生映像作品のトピック分類
トピック 生き方 メディア 学生生活 観光 音楽 職 おしゃれ 教員 地元文化
件数 8 7 6 6 4 4 4 4 3
異文化 歴史 つながり 身体 医療 喫煙 動物 料理 恋愛 科学
2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
並行で何度も書き直しがなされる｡ たとえば, 2012年度卒業制作の ｢『ダーツの旅』 をやっ




ジが明らかにならないという結果に至った｡ しかし, 常に企画書に立ち返ることで, 企画,
撮影, そして編集を通じて作品の意図と構成を検討しながら制作を進め, いかに表現するか

























その例として挙げ得るのは, 2010年度実習作品の ｢脊髄小脳変性症｣ である｡ この作品で
は制作者の家族 (祖父) が同難病を患っておられ, 祖父の様子や, 周りの家族と医師へのイ
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ンタビューを通して, 同病気について紹介している｡ 制作者自身の家族であるがゆえに, 最

















景にどのような ｢社会｣ を意識しているか, である｡ 人物を捉えた作品には制作以前から面
識のある者を被写体にした作品が多いことはすでに述べたが, 教員紹介作品を別にすると,
とくに友人を対象とした作品のテーマは被写体の ｢頑張っている姿｣ であり, 内容は, 音楽
であったり, サークル活動であったり, おしゃれであったり, あるいは夢であったりと, 往々
にしてテーマが ｢大学生 (若者) の今｣ に閉じられている｡ それは, 身の回りを対象とせざ
るを得ないという限界も原因してはいるが, 彼ら彼女らの関心が, 身の回りの大学生活と少
し先の就職に集約されていて, そのなかでの ｢充実｣ と ｢共感｣ のなかで生きていると見る
ことができるのではないだろうか｡
Ⅳ. お わ り に















それでも, 映像制作には確かに, テーマを設定し, 取材撮影をして, 視聴者に伝わるよう
に映像を構成して表現するというプロセスのなかに, 対話的コミュニケーション力を養いう
る要素があることが確認できた｡ 学生作品を分析した結果, 今後の課題はむしろ, より多く
の良質な映像作品の視聴を通して, 娯楽性を超えた映像の可能性を認識させること, そして,
映像制作が彼ら彼女らの関心の範囲を広がる契機となるように働きかけることだろう｡
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Concerns of Young People
Represented through Documentary Films :
The Possibility of Filmmaking Education
as a Medium of their Expression
MINAMIDE Kazuyo
The innovation of information technology such as digital video and the Internet requires
“media literacy”, which means the ability to communicate with others interactively and the ability
to judge information subjectively, and demands training through university education. Reflecting
this social demand, St. Andrew’s University is providing media literacy education as part of the
faculty of International and Liberal Arts.
In my previous draft of this paper [Minamide 2013 in Japanese], I introduced my educational
practice for “cross-cultural understanding through filmmaking” from the standpoint of visual
anthropology. In this paper, I particularly focus on my practical documentary filmmaking classes
aiming to provide students with the capability to express themselves through this visual media.
As well as introducing the details of the classes, I would like to analyze their visual products to
clarify current students /youths’ concerns.
Teaching of video production in our university started in 2010 when I joined in the faculty, and
sixty films in total have already been produced by the students in these five years, 20102014.
These works, with the image right consent of the subjects and the copyrights of the filmmakers /
students, have been uploaded to the YouTube site under university management. This paper is
going to analyze these sixty works to examine the students’ points of view and their concerns.
Visual media has the possibilities and features which allows them to associate with society and
to express themselves.
